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日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
の

平
成
２６
年
度
年
次
表
彰
式
が

東
京
・
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
︒
本
県
の
受
賞
者
︑

受
賞
団
体
の
方
々
は
次
の
方
々

で
す
︒ 

（
敬
称
略
）

礎
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ 

―

平
成
26
年
度

　日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰
式

※
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

一
関
市
立
山
目
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
会
長　

三
浦 　

敏
）

遠
野
市
立
鱒
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
会
長　

菊
池 

錠
二
）

※
日
本
P
T
A
会
長
表
彰（
団
体
）

盛
岡
市
立
厨
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
会
長　

鈴
木 

篤
子
）

遠
野
市
立
遠
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
会
長　

熊
谷 

義
弘
）

※
日
本
P
T
A
会
長
表
彰（
個
人
）

川
村　

 

清

（
平
成
２4
～
２₅
年
度
理
事
・
副
会
長
）

遠
藤 

武
敬

（
平
成
２₅
年
度
理
事
・
副
会
長
）

吉
田 

和
洋

（
平
成
２₅
年
度
理
事
・
副
会
長
）

菅
原 

照
之

（
平
成
２₅
年
度
理
事
・
副
会
長
）

　

遠
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
こ
の

度
、
県
Ｐ
連
の
ご
推
薦
を
頂
き
、

平
成
二
十
六
年
度
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
統
合
前
の
旧
遠

野
中
学
校
・
旧
綾
織
中
学
校
・
旧

附
馬
牛
中
学
校
の
歴
代
の
会
長
・

役
員
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、

教
職
員
、
地
域
の
皆
様
方
、
各
関

係
機
関
の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
で

あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
三
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
資
源

回
収
作
業
や
郷
土
芸
能
活
動
支

援
、
花
火
大
会
清
掃
作
業
支
援
な

ど
、
熱
心
か
つ
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
長
年
に
わ
た
っ
て
継
続
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
活

動
方
針
や
内
容
は
、
二
年
前
に
統

合
し
開
校
し
た
新
遠
野
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
～

二
十
六
年
度
は
上
閉
伊
地
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
も
務

め
、
二
十
五
年
十
二
月
に
岩
手
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
家
庭
教
育
セ
ミ

ナ
ー
を
中
心
に
な
っ
て
企
画
・
運

営
し
ま
し
た
。サ
ブ
テ
ー
マ
に﹃
震

地
域
に
根
ざ
し
、
活
動
を
継
続

�

遠
野
市
立
遠
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

厨
川
小
学
校
は
昨
年
度
、
百

四
十
周
年
を
迎
え
た
児
童
数
約

３
７
０
名
の
学
校
で
す
。

　

学
校
に
は
、
自
慢
の
「
も
ぐ
も

ぐ
荘
・
自
然
観
察
園
」
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
造
成
以

来
4０
年
に
な
り
ま
す
が
、
維
持
で

き
て
い
る
の
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力

あ
っ
て
の
こ
と
と
自
負
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
飼
育
し
て
い
る
ウ
サ
ギ

や
ク
ジ
ャ
ク
等
の
世
話
は
子
ど
も

た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
餌
や
清
掃
等

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
主
と
な
る
活
動
が
、
自
然
観
察

園
委
員
会
が
企
画
す
る
観
察
園
掃

除
で
す
。
年
に
六
回
、
土
曜
の
朝

に
学
年
単
位
で
、
草
取
り
や
落
ち

葉
の
片
づ
け
等
を
行
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
親
子
で
の
参
加
を
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
毎
回
六
十
名
を

超
す
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
親
が

や
り
方
を
教
え
た
り
子
ど
も
が
親

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

受
賞
を
機
に
、
伝
統
の
良
さ
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
現
状
に

あ
っ
た
活
動
や
組
織
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
検
討
し
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
年
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

（
会
長　
鈴
木 

篤
子
）

災
を
通
し
て
見
つ
め
直
す
地
域
の

絆
﹄
を
掲
げ
、
本
田
敏
秋
遠
野
市

長
さ
ん
の
基
調
講
演
や
、
被
災
地

で
復
興
活
動
を
進
め
る
三
名
に
よ

る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
等
を
行
い
、
成

功
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
ご
支
援

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
地
域
・
学
校
と
連

携
し
、
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

（
会
長　

熊
谷 

義
弘
）

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
︵
団
体
︶

祝

に
動
物
の
世
話
の
仕
方
を
教
え
た

り
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら
の
作
業

は
ほ
っ
と
す
る
ふ
れ
あ
い
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
ベ

ル
マ
ー
ク
委
員
会
や
安
全
に
関
わ

る
活
動
を
す
る
校
外
指
導
委
員

会
、
地
域
と
連
携
し
て
活
動
す
る

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
、
活
発
に
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
が
、
こ
の
度
の
受

賞
に
繋
が
っ
た
と
先
輩
の
皆
様
に

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
一
歩
に
向
け
て

�

盛
岡
市
立
厨
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
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親
も
子
ど
も
と
共
に
成
長
を

�

一
関
市
立
山
目
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
域
と
と
も
に
活
動
す
る
私
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

遠
野
市
立
鱒
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

こ
の
度
、
平
成
２６
年
度
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歴
代

の
先
輩
方
が
積
み
重
ね
て
き
た
土

台
や
功
績
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
１
９
４
５
年

に
設
立
し
、
広
報
紙
の
発
行
や
環

境
・
景
観
美
化
活
動
、
会
員
の
研

修
会
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
学
区
内
の
笹
谷
地
区
で
は
ホ

タ
ル
観
察
会
を
毎
年
行
い
、
地
域

の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

広
報
紙
「
蘭
梅
」
は
３０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
、
現
在
は
年
９
回

発
行
し
、
趣
味
や
特
技
を
盛
り
込

ん
だ
教
員
紹
介
、
会
長
と
校
長
の

対
談
、
新
入
生
の
親
の
心
構
え
な

ど
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
４
コ
マ
漫

画
や
児
童
が
考
え
た
俳
句
を
掲
載

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
内

容
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
毎

週
広
報
委
員
会
を
開
催
し
、
年
間

テ
ー
マ
を
決
め
、
記
事
、
写
真
、

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
常
に
話
し
合
い

な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
本
年
度
の
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
２
度
目
の
最
優
秀

賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
伝
統
あ
る
広
報
紙
を
通

じ
て
、
親
同
士
の
交
流
や
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
も
子
ど

も
と
一
緒
に
地
域
で
活
躍
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
様
々
な
行
事
を
企

画
し
、
地
域
・
学
校
と
連
携
し
、

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
会
長　
三
浦 

敏
）

　

こ
の
度
は
、
私
た
ち
全
校
児
童

47
名
の
小
さ
な
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰
と
い
う
名
誉

あ
る
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
関
係

各
位
の
皆
様
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

の
ご
指
導
、
ご
支
援
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
大
き
な
特
色

は
、
学
校
が
地
域
活
動
の
拠
点
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
顔
の
見

え
る
地
域
の
学
校
は
誰
も
が
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
開
放
的

な
雰
囲
気
で
、
行
事
に
も
多
く
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
地
域
住
民
が
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
で
あ
り
、
会
員
総
勢
２
８
５

名
の
う
ち
２
４
３
名
が
準
会
員
と

し
て
支
え
て
頂
い
て
い
る
ほ
か
、

郷
土
芸
能
の
伝
承
活
動
、
資
源
回

収
活
動
な
ど
に
も
惜
し
ま
ず
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
こ
の
よ
う
な

地
域
の
方
々
の
協
力
や
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
子
ど
も
が
目
標
を
立

て
て
家
庭
内
で
取
り
組
む
、
い
わ

ゆ
る
学
校
に
あ
る
「
ま
な
び
フ
ェ

ス
ト
」
の
家
庭
版
「
そ
だ
て
フ
ェ

ス
ト
」
の
取
り
組
み
、
子
ど
も
が

実
際
に
歩
い
て
危
険
箇
所
を
確
認

し
て
ま
と
め
た
「
安
全
マ
ッ
プ
」

の
製
作
や
平
成
２4
年
度
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
県
最
優
秀
賞
並

び
に
市
内
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
３
年

連
続
最
優
秀
賞
を
成
し
遂
げ
て
い

る
広
報
紙
づ
く
り
な
ど
力
を
入
れ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
平
成
２８
年
度
で

結
成
4０
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
少
子
化
が
叫
ば
れ
る

昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
多

く
の
方
々
と
互
い
に
手
を
取
り
な

が
ら
、
将
来
を
担
う「
ま
す
っ
子
」

文
部
科
学
大
臣
表
彰

祝

の
た
め
に
一
層
充
実
し
た
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
会
長　
菊
池 

錠
二
）

平成２7年度県P連関連の
主 な 行 事 予 定
⃝４ 月 １６ 日

第 1 回正・副会長会議 
（年 8 回開催）

⃝４ 月 １８ 日
決算監査

⃝５ 月 ８ 日
第 1 回理事会（年 ４ 回開催）

⃝５ 月 １３ 日
広報コンクール審査会

⃝５ 月 １５ 日
地区・市町村事務局長会議

⃝５ 月 ３０ 日
第 1 回母親委員会 

（年 ４ 回開催）
⃝６ 月 ７ 日

定時社員総会
⃝７ 月 ７ 日

第 1 回共済金審査委員会 
（年 3 回開催）

⃝７ 月 １１ 日
PTA リーダー（単位 PTA
会長）研修会

⃝８ 月 ６ 日
共済事業担当者事務説明会

⃝９ 月 １８ 日
三行詩コンクール審査会

⃝９ 月
家庭教育セミナー岩手地区 
セミナー（葛巻町）

⃝１０ 月 ３～４ 日
東北ブロック研究大会　 
亘理・山元大会

⃝１０ 月 ２３ 日
専門委員会

⃝１１ 月 ６ 日
中間監査

⃝１１ 月
家庭教育セミナー花巻地区 
セミナー（花巻市）

⃝１１ 月 ２９ 日
年次表彰式

⃝３ 月 ５ 日
臨時社員総会
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一
般
社
団
法
人
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
平
成
２６
年
度
年
次
表
彰
式

が
₁₁
月
３０
日
（
日
）
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン

グ
で
岩
手
県
教
育
委
員
会
八
重
樫

勝
委
員
長
、
岩
手
県
市
町
村
教
育

委
員
会
協
議
会
会
長
の
星
野
勝
利

様
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
出

席
を
頂
き
、
総
勢
１
６
０
余
名
の

出
席
を
得
て
開
か
れ
た
。

　

式
で
は
、
金
谷
茂
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

平
成
26
年
度  

年
次
表
彰
式

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
並
び
に
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
に
表
彰
状
と

記
念
の
楯
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

年
次
表
彰
式
で
は
、
第
4６
回
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
を
主
管
し

た
盛
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
前
副

会
長
の
５
名
に
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
団
体
表

彰
２9
、
個
人
表
彰
₅６
名
の
方
々
へ

表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
表
彰
式

に
続
い
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
お

互
い
の
親
睦
を
深
め
合
い
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に

閉
会
し
た
。

団
体

盛
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
︙
第
4６
回

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
兼
岩
手

県
P
T
A
研
究
大
会
主
管

個
人
（
順
不
同
敬
称
略
）

野
場 

秀
輝
（
前
本
会
副
会
長
）

川
村 　

清
（
前
本
会
副
会
長
）

遠
藤 

武
敬
（
前
本
会
副
会
長
）

吉
田 

和
洋
（
前
本
会
副
会
長
）

菅
原 

照
之
（
前
本
会
副
会
長
）

団
体
表
彰
（
順
不
同
敬
称
略
）

（
盛
岡
市
）高
松
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
東

松
園
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
飯
岡
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
八
幡
平
市
）西
根
中
学
校
Ｐ

年
次
表
彰
受
賞
者

感
謝
状
受
賞
者

藤
猛
（
一
関
市
）菅
原
照
之
・
鈴
木
こ

ず
え
・
小
野
寺
雄
治
・
武
田
和
也
・

菊
池
聡
・
佐
藤
和
久
・
菊
地
輝
昭（
平

泉
町
）千
葉
秀
覚
（
大
船
渡
市
）白
木

澤
隆
博
・
平
山
友
之
（
陸
前
高
田
市
）

熊
谷
真
紀
・
千
葉
敏
之
（
住
田
町
）今

野
俊
朗
（
遠
野
市
）熊
谷
義
弘
・
小
島

美
代
子
（
宮
古
市
）齊
藤
義
治
（
山
田

町
）佐
々
木
恵
美
子
（
岩
泉
町
）山
岸

知
成
（
田
野
畑
村
）佐
藤
博
明
（
久
慈

市
）沢
口
工
・
野
場
正
志
・
三
浦
修
悦

（
洋
野
町
）中
村
照
夫
（
野
田
村
）
小

谷
地
勝
（
二
戸
市
）佐
藤
政
孝
（
軽
米

町
）鶴
飼
靖
紀
（
九
戸
村
）小
松
智
樹

（
一
戸
町
）東
野
浩
一
郎
・
田
中
猛

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

全
国
協
議
会
会
長
賞

我
が
家
の
食
卓

　か
か
せ
ぬ
お
か
ず
は

　
　
　「そ
の
日
の
出
来
事
」

正
部
家 

大
輝
君

（
遠
野
市
立
遠
野
中
学
校
）

祝
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
教
育
新
聞
社
社
長
賞

「
東
風
」

一
関
市
立
一
関
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

祝
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

Ｔ
Ａ
（
岩
手
町
）浮
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
滝
沢
市
）滝
沢
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
紫

波
町
）佐
比
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
矢
巾

町
）矢
巾
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
花
巻
市
）

花
巻
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
石
鳥
谷
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
北
上
市
）北
上
北
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
西
和
賀
町
）沢
内
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
奥
州
市
）母
体
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
南
都
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
一
関

市
）山
目
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
中
里
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
日
形
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
平

泉
町
）長
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
大
船
渡

市
）赤
崎
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
陸
前
高
田

市
）第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
遠
野
市
）

遠
野
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
宮
古
市
）川

井
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
和
井
内
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
山
田
町
）荒
川
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
（
岩
泉
町
）安
家
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
久
慈
市
）久
慈
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

久
慈
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
二
戸
市
）浄
法

寺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
一
戸
市
）一
戸
南

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

個
人
表
彰
（
順
不
同
敬
称
略
）

（
盛
岡
市
）高
橋
弘
・
繁
田
秀
一
・
近

藤
光
徳
・
日
山
健
一
・
池
野
直
友
・

佐
藤
康
之
・
門
脇
洋
子
（
八
幡
平
市
）

津
志
田
武
弘（
雫
石
町
）栗
木
将
史（
葛

巻
町
）皆
川
勝
幸
（
岩
手
町
）伊
藤
武

志
・
山
中
義
一
（
滝
沢
市
）小
川
裕
継

（
紫
波
町
）佐
々
木
勉
（
矢
巾
町
）豊
岡

勝
敏
（
花
巻
市
）小
原
康
二
・
吉
田
和

洋
・
晴
山
英
樹
・
畑
山
え
り
子
（
北

上
市
）佐
藤
真
弘
・
狩
野
弘
之
（
西
和

賀
町
）高
橋
悟（
奥
州
市
）菊
地
和
広
・

佐
藤
晃
・
山
下
明
・
菊
地
弘
樹
・
佐

〈
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
報「
P
T
A
い
わ
て
」〉

　
P
T
A
の
活
動
情
報
を
伝
え
、

 

交
流
を
支
え
て
１
５
０
号
達
成
！

　

岩
手
県
Ｐ
連
は
平
成
２7
年
に
６₅

周
年
を
迎
え
ま
す
。
県
Ｐ
連
結
成

２₅
周
年
（
昭
和
₅０
年
）
に
会
報
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
い
わ
て
」
を
創
刊
、
以
来
、

平
成
４
年
か
ら
は
現
在
の
Ａ
４
判

８
ペ
ー
ジ
版
で
無
料
配
布
と
な
り
、

今
回
、１
５
０
号
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
Ｂ
５
判
₁６
ペ
ー
ジ
、
年

５
回
の
発
行
で
有
料
。
な
お
県
Ｐ

連
結
成
後
の
昭
和
３4
年
と
4３
年
に

も
創
刊
記
録
が
あ
り
、
通
算
で
は

さ
ら
に
多
い
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

現
在
、
発
行
部
数
は
約
１
５
０
０

０
部
で
県
内
の
全
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

関
係
機
関
に
配
布
さ
れ
る
他
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
動
紹
介
や
広
報
・
啓
発
活
動
に

努
め
て
い
ま
す
。
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₁２
月
₁4
日
（
日
）
平
成
２６
年
度

第
₁9
回
気
仙
地
区
セ
ミ
ナ
ー
が
住

田
町
の
農
林
会
館
で
開
か
れ
、
気

仙
地
区
を
中
心
に
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

の
２
０
０
名
余
が
参
加
し
た
。
東

日
本
大
震
災
被
害
か
ら
の
復
興
の

途
上
に
あ
り
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活

動
も
様
々
な
課
題
も
あ
る
な
か

で
、
気
概
の
溢
れ
る
気
仙
地
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
母
親
委
員

会
、
そ
し
て
地
域
の
有
志
の
方
々

の
応
援
を
得
て
心
に
響
く
、
記
念

す
べ
き
セ
ミ
ナ
ー
開
催
と
な
っ
た
。

第
19
回
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
気
仙
地
区
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
支
え
あ
い  

つ
な
が
る
喜
び  

家
族
の
和
」

 

〜
今
、
親
と
し
て
で
き
る
こ
と
　地
域
と
し
て
で
き
る
こ
と
〜

心
は
心
を
引
き
寄
せ
る

　

７
年
振
り
の
開
催
と
な
る
今
回

の
気
仙
地
区
セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
師

に
ラ
ジ
オ
D
J
の
山
本
シ
ュ
ウ

氏
（
以
下
、
レ
モ
ン
さ
ん
）
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。
レ
モ
ン
さ
ん
の

日
頃
の
ご
活
躍
を
纏
め
た
D
V
D

上
映
に
続
い
て
客
席
後
方
か
ら

「
ど
～
も
～
！
」
と
気
仙
訛
り
の

挨
拶
で
登
場
す
る
レ
モ
ン
さ
ん
。

合
言
葉
は
「
W
e 

a
r
e 

シ
ン

セ
キ
！
」
で
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
は
レ
モ
ン
さ
ん
と
の
出
会
い

に
よ
っ
て
「
シ
ン
セ
キ
」
と
し
て

聴
講
し
ま
し
た
。

気仙地区
母親委員長

大和田 清子

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

―
26
年
度
末
統
廃
合
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
―

　

平
成
２６
年
度
末
を
も
っ
て
県
内

７
校
が
輝
か
し
い
校
史
の
幕
を
下

ろ
し
ま
す
。
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

こ
れ
ま
で
地
域
の
学
校
教
育
を
支

え
て
頂
き
、
ま
た
、
様
々
な
面
で

地
域
振
興
の
拠
り
所
と
な
る
役
割

を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。
各
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
地
域
の
あ
た
た
か
い

支
え
の
も
と
に
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
伝
統
を
誇
り
に
し
つ
つ
、
新
し

い
学
校
で
更
な
る
飛
躍
を
願
い
な

が
ら
三
月
末
に
か
け
て
閉
校
式
や

思
い
出
を
語
る
会
等
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
手
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
で
は
閉
校
と
な
る
各
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
長
年
の
活
動

を
称
え
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
の
感
謝
状
贈
呈

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　︿
岩
手
町
﹀

　
　
　浮
島
小
学
校

　
　
　
（
会
長 

三
浦 

勝
利
）

統
合　

一
方
井
小
学
校
へ

︿
一
関
市
﹀

　
　
　

山
目
中
学
校

　
　
　
（
会
長 

西
村 

愼
太
郎
）

　
　
　

中
里
中
学
校

　
　
　
（
会
長 

菊
地 

理
恵
）

統
合

　

新
設　

磐
井
中
学
校
へ

　
　
　

日
形
小
学
校

　
　
　
（
会
長 

小
野
寺 

誠
一
）

統
合　

老
松
小
学
校
へ

︿
宮
古
市
﹀

　
　
　

川
井
西
小
学
校

　
　
　
（
会
長 

佐
々
木 

信
吾
）

　
　
　

江
繫
小
学
校

　
　
　
（
会
長 

山
口 

一
也
）

　
　
　

小
国
小
学
校

　
　
　
（
会
長 

三
浦 

雅
人
）

統
合　

川
井
小
学
校
へ

子どもたちが安全に安心して
インターネットを利用するために

保護者の理解と見守りが、子どもたちを守ります。

★保護者が出来る 3つのポイント★
発達段階に応じて、

　❶適切にインターネットを利用させる。
　❷家庭にルールを子どもと一緒に作る。
　❸フィルタリングなどを設定する。

子どもたちの将来のために
　インターネットを「使いこなす力」はこれからの社会で
必要不可欠。交通安全ルールと同じように、自分自身を守
りながら、賢く、有効に使わせましょう。
　そのためには、子どもたちの成長にあわせて、インター
ネットに関する知識・技術・情報モラルやコミュニュケー
ション能力をそれぞれ身に着けさせることが大切です。
 （安心ネットづくり促進協議会資料から抜粋）

　

シ
ン
セ
キ
意
識
の
欠
如
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
崩
壊
か
ら
孤
独
や
孤
立

を
も
た
ら
し
、
よ
り
子
育
て
が
難
し
く

な
る
環
境
を
形
成
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
シ
ン
セ
キ
が

行
う
べ
き
対
処
法
は
、
ス
テ
ー
ジ
上
の

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
３
枚
に
列
挙
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
と
、
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら
な
る
レ
モ
ン
さ
ん
節
で
の
解
説
で

更
に
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

講
演
時
間
の
超
過
に
よ
り
、
意
見
交

流
の
時
間
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
講
演
後
の
握
手

会
で
は
一
人
一
人
が
レ
モ
ン
さ
ん
か
ら

直
接
ビ
タ
ミ
ン
パ
ワ
ー
を
受
け
取
り
、

笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。
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市町村PTA連合会の活動報告
会
員
に
多
様
な
学
び
の
機
会
を

今
年
度
の
活
動
の
様
子

本
年
度
の
活
動
か
ら

洋
野
町
P
T
A
連
合
会

大
船
渡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

軽
米
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

軽
米
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
軽
米
町
内

の
小
学
校
三
校
と
中
学
校
一
校
の
会
員
約

六
百
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
軽
米
町
も

少
子
化
の
影
響
は
大
き
く
、
こ
こ
十
年

で
学
校
数
が
十

二
校
か
ら
四
校

に
激
減
し
ま
し

た
。
特
に
も
、

昨
年
度
は
、
町

内
四
中
学
校
が

一
校
・
笹
渡
小

が
小
軽
米
小
に

行
い
た
い
。」
と
い

う
意
見
か
ら
、
ラ

ジ
オ
Ｄ
Ｊ
の
山
本

シ
ュ
ウ
氏
を
招
い

て
の
講
演
に
し
ま

し
た
。
大
へ
ん
テ

ン
ポ
の
良
い
口
調

と
笑
い
の
中
か
ら
、

自
身
の
子
育
て
を

振
り
返
る
こ
と
の

で
き
る
た
く
さ
ん

の
示
唆
が
含
ま
れ
た
講
演
で
、
参
加
者
か
ら
は

「
自
分
の
意
識
を
変
え
て
い
き
た
い
。」「
ま
た

聞
き
た
い
。」
な
ど
と
絶
賛
す
る
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。�

（
会
長　

金
子 

正
勝
）

少
子
化
の
影
響
は
大
き
く
、
こ
こ
十
年

●
洋野町

大船渡市
●

●
軽米町

統
合
に
な
り
、
町
Ｐ
連
の
役
員
数
も
大
き
く
変
わ
る
た
め
、

町
Ｐ
連
の
規
約
改
正
や
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
重
ね
ま
し
た
。
軽
米
町
独
自
の
取
組
と
し
て
「
ノ
ー
メ

デ
ィ
ア
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
広
報
や
町
有
線
放
送

で
呼
び
か
け
、
家
庭
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
月
に
軽
米
町
教
育
振
興
集
約
集
会
と
併
せ
て
各

単
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
践
発
表
と
町
Ｐ
連
年
次
表
彰
式
を
行
っ
て

い
ま
す
。�

（
会
長　

大
崎 

純
也
）

　

洋
野
町
P
T
A
連
合
会
で

は
、
例
年
、
研
究
大
会
を
開

催
し
、
会
員
の
皆
様
に
学
習

機
会
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
県
の
P
T
A
研

究
大
会
が
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
あ
た
る
こ
と
や
、
教
育

振
興
運
動
₅０
周
年
記
念
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
Ｐ
連
と
し
て
の
研
究
大
会

の
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
予
算
で
各
校
の
会
員

の
皆
様
に
各
大
会
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
会
員
の
皆
様
か
ら
は
「
普

段
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い

話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
た
」「
ま
だ
ま
だ
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
た
」
等

の
前
向
き
な
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
様
な
研
修
機
会

を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
会
長　

番
沢 

鋭
治
）

　

大
船
渡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
震
災

以
降
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
教
育
講
演
会

等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
年
度
は
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
が
主
管
と
し
て
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
と

地
区
Ｐ
か
ら
の
ご
指
導
や
ご
支
援
を
頂
き
、

₁２
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い

て
は
実
行
委
員
会
で
も
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、「
子
育
て
に
関
す
る
元
気

の
出
る
話
を
聞
き
た
い
。」
と
い
う
要
望
が

大
へ
ん
多
か
っ
た
こ
と
と
「
自
由
な
雰
囲
気

の
中
で
講
師
と
来
場
者
と
の
意
見
交
流
を

「岩手県PTA広報コンクール」
と「全国小・中学校PTA広報
紙コンクール」を並行して審査
し、県コンクール小学校上位入
賞 ₆作品・中学校上位入賞 ₄作
品を全国コンクール第 ₁次審査
通過作品として日本PTA全国
協議会に推薦。
応募方法 平成 ２６ 年度発行の

広報紙 １ 年分（年間
２ 回以上発行）２ セッ
トを岩手県 P 連宛
て送付。

応募締切 平成 ２７ 年 ４ 月 ２８ 日
（審査　平成 ２７ 年 ５
月 １３ 日（水））

表 彰 各部ごとに最優秀賞
各 １ 作品、優秀賞・
優良賞・奨励賞各若
干数

表 彰 式 平成２７年１１月２９日（日）
岩手県 PTA 連合会
年次表彰式

平成 27 年度
「広報コンクール」
募集のお知らせ

「岩手県 PTA 三行詩コンクー
ル」と「楽しい子育て全国キャ
ンペーン三行詩募集」の審査を
併せて実施。県コンクール各部
（小学校・中学校・一般）上位
入賞 ₅作品を日本PTA全国協
議会へ推薦。
応募方法 文部科学省から配布

される応募用紙に作
品と所要事項を記入
して岩手県 P 連宛て
送付。

応募期間 平成２７年７月１０日～
９ 月 １０ 日（予定）
※詳細は後日お知ら
せします。

表 彰 各部（小学校・中学
校・一般）ごと最優
秀賞 １ 作品、優秀賞、
優良賞、奨励賞、各
若干数を表彰。

表 彰 式 平成２７年１１月２９日（日）
岩手県 PTA 連合会
年次表彰式

平成 27 年度
「三行詩コンクール」
募集のお知らせ
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提
　言

「
ガ
キ
大
将
が
い
た
時
代
の
遊
び
」を
復
活
さ
せ
よ
う
！

〜
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
〜

�
み
う
ら
小
児
科
医
院
・
院
長　

三
浦 

義
孝

　

昭
和
２9
年
３
月
生
ま
れ
の
私
が

小
学
校
に
入
っ
た
頃
は
、
ま
だ
ガ

キ
大
将
が
い
た
時
代
で
し
た
。
ガ

キ
大
将
に
統
率
さ
れ
、
町
内
の
路

地
裏
や
空
き
地
に
集
ま
り
、
い
ろ

い
ろ
な
遊
び
に
熱
中
し
ま
し
た
。

遊
び
道
具
は
年
長
の
子
の
を
見
て

自
分
で
工
夫
し
、
メ
ン
コ
や
ク
ギ

遊
び
、
ビ
ー
ダ
マ
な
ど
、
暗
く
な

る
ま
で
一
生
懸
命
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
時
に
は
危
険
な
遊
び
も
し
ま

し
た
が
、
そ
の
遊
び
集
団
の
中
で
、

自
分
の
い
た
ら
な
い
部
分
に
気
づ

い
た
り
、「
相
手
を
思
い
や
る
心
」、

「
い
た
わ
る
心
」、「
我
慢
を
す
る
心
」

が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に

つ
い
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
ガ
キ
大
将
も
、
私
が

小
学
6
年
生
に
な
る
頃
に
は
居
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。“
S
ケ
ン
”

な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
体
と
体
の

ぶ
つ
か
り
合
い
が
あ
る
遊
び
も
、

「
危
険
」と
し
て
学
校
で
禁
止
さ
れ
、

ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
す
る
よ
う

な
遊
び
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
で
す
の
で
、
私
は
昔
な

が
ら
の
「
子
ど
も
社
会
」
の
最
後

の
時
代
を
過
ご
し
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
親
た
ち
も
ま
た
、
お
と
な

社
会
と
子
ど
も
社
会
に
一
線
を
画

し
、
あ
ま
り
立
ち
入
る
こ
と
も
し

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
子

ど
も
社
会
に
は
、
お
と
な
社
会
と

違
う
、子
ど
も
た
ち
の
集
団
の
ル
ー

ル
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く

環
境
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
仲

間
と
の
集
団
遊
び
や
外
遊
び
が
し

難
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
人
や

自
然
と
の
直
接
体
験
が
少
な
く
な

る
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
な「
思

い
や
る
心
」
や
「
我
慢
す
る
心
」

を
育
む
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
と

も
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
深
刻
な
の

は
、
塾
通
い
な
ど
に
よ
り
友
だ
ち

と
遊
ぶ
時
間
が
無
く
な
り
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
や
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
に

熱
中
す
る
時
間
が
増
え
、
生
き
た

生
身
の
人
間
と
の
つ
き
あ
い
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
で
は
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
児
科
医
と
し
て
子
ど
も
た
ち

と
接
し
て
い
て
も
、
あ
ま
り
笑
わ

な
か
っ
た
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
な
子
ど
も
、
落
ち
着
き

が
な
か
っ
た
り
、
同
じ
年
代
の
子

ど
も
の
中
に
入
っ
て
い
か
な
い
子

ど
も
が
目
に
つ
き
ま
す
。「
思
い
や

る
心
」
や
「
我
慢
す
る
心
」
よ
り

も
前
の
段
階
で
、
気
持
ち
や
心
を

開
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

言
葉
が
出
て
こ
な
か
っ
た
り
、

発
語
の
遅
い
子
ど
も
た
ち
を
診
る

た
び
に
、「
母
親
は
母
乳
を
与
え
る

と
き
に
、
子
ど
も
の
目
を
見
て
話

し
か
け
て
い
た
か
。
テ
レ
ビ
を
見

た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
触
り

な
が
ら
で
は
な
か
っ
た
か
」
な
ど

と
、
親
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
心

配
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
自
分
の
子
ど
も
が
小
学

生
の
時
か
ら
、
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
っ
て
ラ
ン
タ
ン
を
作

り
、
ロ
ウ
ソ
ク
２
本
持
っ
て
夜
の

山
に
登
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で

も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
冒

険
で
す
。
頂
上
に
着
く
と
星
座
が

輝
き
、
大
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
「
夏

の
大
三
角
形
」
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
る
野
外
活
動
で
は
、
西

洋
タ
ン
ポ
ポ
と
日
本
タ
ン
ポ
ポ
の

違
い
を
学
び
、
そ
の
後
、
タ
ン
ポ

ポ
を
天
ぷ
ら
に
し
て
食
べ
た
り
も

し
ま
し
た
。
ど
の
活
動
も
子
ど
も

た
ち
を
惹
き
つ
け
、楽
し
さ
に
よ
っ

て
心
を
開
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
を
通
し
て
仲
間
と
積
極
的
に

か
か
わ
り
、
達
成
感
を
得
て
い
ま

し
た
。

　

い
つ
の
時
代
で
も
、
人
は
人
と

の
か
か
わ
り
の
中
で
生
き
て
い
き

ま
す
。
か
つ
て
の
よ
う
な
集
団
遊

び
や
外
遊
び
が
な
く
な
り
、
生
身

の
人
間
と
の
つ
き
あ
い
も
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
今
の
子
ど
も
た

ち
に
は
、
意
図
的
に
遊
び
仲
間
集

団
を
復
活
さ
せ
、
自
然
体
験
や
社

会
体
験
を
提
供
し
、
心
を
開
き
、

相
手
を
思
い
や
る
心
や
忍
耐
力
を

育
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、「
で
き

た
！
」
と
い
う
達
成
感
を
感
じ
、

集
団
の
中
で
の
自
己
肯
定
感
を
持

て
る
よ
う
な
遊
び
を
提
供
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
う
い
う
遊
び

こ
そ
、「
ガ
キ
大
将
が
い
た
時
代
の

遊
び
」
が
有
効
な
の
で
す
。
少
し

く
ら
い
の
ス
リ
傷
は
大
丈
夫
、
思

い
き
り
遊
ぶ
子
ど
も
を
見
守
る
姿

勢
も
大
事
で
す
。
今
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
も
う
体
験
し

て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
昔

の
遊
び
」
を
知
っ
て
い
る
私
の
世

代
の
大
人
た
ち
が
、
も
っ
と
頑
張

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の

た
め
に
」
で
す
。

※
図
＝
遠
藤
ケ
イ
（
こ
ど
も
遊
び

大
全
・
新
宿
書
房
）
よ
り
抜
粋　

三浦　義孝
（みうら　よしたか）

みうら小児科医院　
院長。岩手県小児
科医会会長、日本
保育園保健協議会
副会長、岩手医科
大学小児科学講座
非常勤講師。小児
の事故防止、心肺

蘇生法普及啓発、小児の健全育成活動に積
極的に取り組んでいる。
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八幡平市
北
か
ら

南
か
ら

奥州市

20152015

20152015

特色ある PTA
　

八
幡
平
市
の
北
部
に
位
置
す
る
安

代
中
学
校
は
、
昨
年
度
、
田
山
中
学

校
と
統
合
し
、
新
生
安
代
中
学
校
と

な
り
、
学
区
も
安
比
高
原
の
麓
か
ら

秋
田
県
境
ま
で
と
広
域
に
な
り
ま
し

た
。学
校
の
正
面
に
秀
峰「
七
時
雨
山
」

を
仰
ぎ
見
、
学
区
内
に
は
東
流
す
る

安
比
川
と
西
流
す
る
米
代
川
が
貝
梨

峠（
分
水
嶺
）を
挟
ん
で
流
れ
て
お
り
、

子
ど
も
達
は
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、

伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
は
、
保
護
者
と
教

職
員
を
合
わ
せ
て
9３
名
で
、
三
つ
の

専
門
部
「
教
養
部
」「
福
祉
部
」「
保

健
環
境
部
」
が
活
動
の
主
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

教
養
部
は
、
高
校
視
察
研
修
の
企

画
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
の
発
行
・
各
種
研

修
会
へ
の
参
加
。

　

福
祉
部
は
、地
区
懇
談
会
の
開
催
・

生
徒
の
地
区
奉
仕
活
動
へ
の
協
力
・

学
校
林
体
験
学
習
で
の
豚
汁
づ
く
り
。

　

保
健
環
境
部
は
、
運
動
会
で
の
後

方
支
援
・
校
舎
内
外
の
環
境
整
備
・

学
校
林
体
験
学
習
で
の
下
草
刈
り
の

協
力
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
で
も
、
特
徴
的

な
も
の
に
平
成
₁０
年
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
学
校
林
（
名
称
：
ふ
れ
あ
い

の
森
）
を
活
用
し
た
森
林
体
験
学
習

へ
の
協
力
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
月
３₁
日
に
学
校
林

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」（
約
6
・
２
㌶
）

の
下
草
刈
り
を
総
勢
₅０
名
を
超
え
る

保
護
者
会
員
の
協
力
の
下
に
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
保
健

環
境
部
が
主
体
と
な
っ
て
、
約
３０
台

の
草
刈
り
機
械
で
下
草
刈
り
を
行
い
、

お
昼
に
は
、
福
祉
部
員
が
大
鍋
で
調

理
し
た
約
１
５
０
人
分
の
豚
汁
を
き

れ
い
に
刈
っ
た
ば
か
り
の
学
校
林
で

子
ど
も
達
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

　

今
後
も
子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来

を
縁
の
下
で
支
え
る
組
織
と
し
て
、

会
員
み
ん
な
で
「
一
致
団
結
」
し
、

新
生
安
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。�

（
会
長　

宮
野 

俊
一
）

　

姉
体
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、「
子
ど

も
た
ち
に
笑
顔
を
」
を
合
い
言
葉
に

会
員
１
６
７
名
（
内
教
職
員
₁4
名
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
４
つ

の
専
門
部
（
教
養
部
・
施
設
部
・
厚

生
部
・
校
外
生
活
部
）
が
あ
り
、
年

度
当
初
に
開
か
れ
る
各
専
門
部
会
で

企
画
立
案
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ど
の
専
門
部
で
も
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
を
第
一
に
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
各
専
門
部

の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　

教
養
部
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
読
み
聞
か

せ
が
あ
る
日
は
、
業
間
時
間
に
子
ど

も
た
ち
が
図
書
室
に
集
ま
り
、
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
読
む
絵
本
に
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　

施
設
部
は
、リ
ユ
ー
ス
活
動
で
す
。

「
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
☆
お
さ
が
り
隊
」

と
命
名
し
、
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
運
動
着
、
使
わ
な
く
な
っ
た
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
等
各
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
も
の

を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
方

へ
格
安
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
中
の

プ
ー
ル
監
視
活
動
に
備
え
て
、
多
く

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

呼
び
か
け
た
り
、
当
日
の
運
営
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
守
る
大
切
な
活
動
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

校
外
生
活
部
は
、
親
子
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
通
学
路

の
ご
み
を
拾
っ
た
り
、
地
域
の
遊
び

場
で
あ
る
公
園
や
神
社
の
草
取
り
、

集
会
所
の
掃
除
な
ど
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
安
全
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
家
庭
、
学
校
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
会
長　

千
枝 

宗
貴
）

 

滝
沢
市
立
滝
沢
小
学
校
P
T
A　

　

本
校
は
、
児
童
数
９
０
０
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
数
６
９
０
名
の
大
規
模
校
で
す
。
写

真
は
、
５
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
恒
例
の
「
収

穫
祭
」
で
す
。
地
域
の
方
に
、
田
ん
ぼ
を

お
借
り
し
、
農
作
業
指
導
の
協
力
も
お
願

い
し
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
16
年
連
続

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
特

徴
と
し
て
、「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
や

「
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
継
承
し
て
き
た
行
事
を
大

事
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

 

（
会
長　

佐
藤 

正
和
）

新
生
安
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　
﹁
一
致
団
結
﹂

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を

八
幡
平
市
立
安
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

奥
州
市
立
姉
体
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

表
紙
「
写
真
説
明
」


